






















１　公益財団法人保勝会「守る・伝える・創る―三渓園保勝会の 60 年」財団設立 60 周
年記念誌　P2 　2014.10.31
２　神奈川新聞「本牧の三渓園お化け屋敷か？」昭和 26 年 11月29日











財保護条例の制定が昭和 30（1955）年 4 月1日、横浜市に至っては昭和 44
（1969）年 5月に文化財保護要綱を制定したが、要綱は埋蔵文化財を対象
としていた。漸く昭和 62（1987）年 12月横浜市文化財保護条例が施行し、
昭和 63（1988）年 4 月横浜の歴史的な地区を保全、活用し魅力的なまちづ
くりを目指す歴史を生かしたまちづくり要綱が施行された。
横浜市が歴史的景観と歴史的遺産を守る体制になったのは、昭和 62








本研究は､ 三渓園保勝会の設立によって私有財産の三渓園が戦後 8 年を
経過して公有財産の三渓園として復活するまでのプロセスを主に１次史料の
文献に基づいて調査を行い、抽出、整理して日本の文化財保護の系譜にお




































































継続工事をする予算はなかった。昭和 24（1949）年 7月復興第 2 期工事が、
４　川幡留司「財団法人三渓園保勝会資料」平成 31（2019）年 5月23日
出典「財団法人三渓園保勝 30 年の歩み」財団法人三渓園保勝会
























６　神奈川新聞「原三代記の頂点総予算 3 億円でホテル計画」昭和 27（1952）年 2月1日












































































昭和 28（1952）年 4 月9日平沼市長、内田県知事に直接手交する。





























































































地買収に 6 千 200 万円。重要文化財建造物補修費 6 千万円、園内整備費 7
百 80 万円の計1億 2 千 980 万円、調達の内訳は国庫補助金 4 千 800 万円、
県市の補助1千 980 万円、借入金 6 千 200 万円と記録されている。
その資金調達案の内容は次の通りである。
①財団法人三渓園保勝会は市の保証により興信銀行より、文化財建造　
物補修費及び園内整備費の県市補助分の 2/3として 13,200,000 円、 　
土地買収費として62,000,000 円の計 75,200,000 円を借り受ける









1件だったが、令和 2（2020）年 1月現在では重要文化財10 棟、横浜市指










































　平成 28 度 公益財団法人三渓園保勝会
▲出典「名勝三渓園保存整備事業報告書（中間）」






























（中間）」平成 28 度 公益財団法人三渓園
保勝会
▲出典「名勝三渓園保存整備事業報告書（中間）」
























書（中間）」平成 28 度 公益財団法人
三渓園保勝会
▲出典「名勝三渓園保存整備事業報告書



























１２　財団法人三渓園保勝 30 年の歩み」P19、P20 　財団法人三渓園保勝会















































































































昭和 28（1953）年 8月3日財団法人三渓園保勝会が戦後 8 年を経て、行
政主導で私有財産から公有財産として設立され、三渓園を管理・運営する団
体になった。復活した主な理由は、三渓園を横浜市民に開放し、横浜市とと
もに生かすという先代原三渓の遺志を原家原良三郎が尊重し、他の不動産
開発案などを採用せずに三渓園を横浜市に寄附、譲渡したこと、横浜市役
所の経済局が中心になって、三渓園復活の市民の声を行政に反映させる為の
方策を水面下で研究を行ない、財団の設立を主導し諮ったことが大きな要因
であると言える。その主導の結果、財団法人三渓園保勝会が設立され、公
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益性の保持、横浜市役所の債務保証による事業資金の借り入れ、文化財
維持、修理の補助金を国８割、県１割、市１割の割合比率で活用可能にな
り、主務官庁の横浜市役所が財団法人を監督し、必要な命令ができること
になった。これらが記録を検証すると、三渓園の保全に大きな影響を与えた
ことは明らかであると思われる。法的に整備が十分でない時代に私有財産で
ある三渓園がここの文化財を包括して歴史的文化遺産として保全できたこと
は、日本の文化財保護の系譜の事例として考察すると歴史的な意義があると
解釈できる。
尚私有財産が公有財産に変容する要件を考察することは、紙幅の関係で
深く言及できなかったので別稿を期したい。
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